
 

 

 

 

令和８年度宮城県統計大会の開催について 

 

本大会は、昭和２４年度から開催されている、歴史のある大会です。 

様々な施策の立案に不可欠な統計調査ですが、近年の個人情報やプライバシーに対する意識の高

まり等により、統計調査を取り巻く環境が大きく変化している中で、県民の統計調査に対する理解

を深めるとともに、統計調査関係者の士気の高揚を図ることを目的として開催します。 

是非取材いただき、円滑な統計調査実施に向けた環境づくりに御協力くださいますようお願いい

たします。 

 

１ 日  時 

令和８年１１月１１日（水） 午後１時から午後３時３０分まで 

 

２ 場  所 

多賀城市民会館（多賀城市中央２丁目２７番１号） 

 

３ 主  催 

宮城県、宮城県統計協会、宮城県統計調査員協議会連合会 

 

４ 後  援 

総務省政策統括官（統計制度担当）、宮城県教育委員会、宮城県市長会、宮城県町村会、 

河北新報社、朝日新聞仙台総局、毎日新聞仙台支局、読売新聞東北総局、産経新聞社東北総局、 

日本経済新聞社仙台支局、時事通信社仙台支社、共同通信社仙台支社、ＮＨＫ仙台放送局、 

東北放送株式会社、株式会社仙台放送、株式会社宮城テレビ放送、株式会社東日本放送、 

仙台ＣＡＴＶ株式会社、株式会社エフエム仙台 

 

５ 主な内容 

（１）表彰 

総務大臣表彰               ４９名 

厚生労働大臣表彰              １名・１０団体 

厚生労働省政策統括官表彰          ２名 

宮城県知事感謝状             １２名 

宮城県統計協会会長表彰及び感謝状    １３９名 

宮城県統計調査員協議会連合会会長感謝状  １２名 

宮城県統計グラフコンクール入賞者表彰   １５名・ ３団体 

叙勲・褒章受賞者紹介            ５名 

※表彰者総数は個人・団体を合わせて   ２４８名・団体（個人２８２名、１３団体） 

（２）研究発表 

宮城県統計グラフコンクール入選受賞者による作品の研究発表   ２作品 

記者発表資料 
令和８年１１月１０日 
企画部統計課調整班 
担当：菅原、三浦 
電話：022-211-2451 
toukeip@pref.miyagi.lg.jp 



 

（３）記念講演 

演題 「国の統計調査の結果は何に利用されているのか 

～総務省統計局が実施する調査から～」 

講師  総務省統計局総務課長 中村 英昭 氏 

 

６ 参 加 者 

統計調査員、市町村担当職員、その他統計関係者 約３９０人 

 

７ そ の 他 

第７５回（令和８年度）宮城県統計グラフコンクール入賞作品の展示紹介（１６作品） 

※下記の写真は研究発表作品 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「辻標から見る政宗の町づくり」 

第２部（小学３・４年生の手描きの作品） 

仙台市立東二番丁小学校 ３年  泉山 楓 さん 

 

「雪国出身じゃないとスキー・スノーボードの

オリンピック選手になれないの？」 

第２部（小学３・４年生の手描きの作品） 

仙台市立愛子小学校 ３年 荘司 新 さん 


